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1．はじめに

ヤマネ Glirulus japonicus（齧歯目ヤマネ科）

は本州・四国・九州・隠岐島後に分布する日本

固有種である（杉山・門脇，2014，Ohdachi ら

2015）．本種は樹上性かつ夜行性の小型種であ

るため，野生個体が直接観察される機会はほと

んどない（安田ら 2012）．

本州の中国地方から九州にかけて生息するヤ

マネ個体群は，他地域の本種個体群と遺伝的に

大きく離れており（Yasuda ら 2007），ヤマネの

遺伝的多様性保全の観点から重要な個体群であ

る（安田・坂田 2011）．九州においては，中央

部の九州山地に広く分布するコア個体群と 7つ

の周辺個体群が知られており，とくに佐賀県と

長崎県にまたがる多良山系に生息する個体群な

ど，4 つの周辺個体群は，コア個体群から地理

的に隔離され孤立した状態にあるため，保全に

特に配慮する必要がある（安田・坂田 2011）．

本種は佐賀県に分布する哺乳類では唯一の天

然記念物であり，県のレッドデータで絶滅危惧

Ⅰ類に指定されている．佐賀県内においては，

藤津郡太良町の標高 600 m 付近で 1999 年 11

月に初めて生息が確認（鶴田ら 2001）されて以

降報告がなく，現在の生息状況は不明であった

が，2014 年から 2015 年にかけて，多良山系の

佐賀県側における生息が 15 年ぶりに確認され

た（徳田ら 2015)．

しかしながら，県内におけるヤマネの生息域

の詳細については未解明である．そこで筆者ら

は，2015 年 4 月から 11 月にかけて佐賀県西部

の八幡岳，唐泉山，国見岳（嬉野市）において

ヤマネの生息状況を調査した．

2．調査方法

調査は巣箱と自動撮影カメラを組み合わせた

巣箱自動撮影法（安田・栗原 2009，大野ら 2010，

坂田ら 2010，2011，2012，船越ら 2014，安田・

松尾 2015，徳田ら 2015，安田ら 2015）により

実施した．

八幡岳では，北側中腹の林内（唐津市相知町；

標高約 450 m；調査地A）において 2015 年 4 月

7 日から 8月 21 日まで，唐泉山では，南側登山

道沿い（嬉野市塩田町；標高約 380 m；調査地

B）において 2015 年 4 月 6 日から 8 月 20 日ま
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で，それぞれ 4台の自動撮影カメラ（Ltl Acorn

6210, Shenzhen Ltl-Acorn Electronics または

Fieldnote DUO，麻里府商事）と巣箱を設置し

て調査を実施した（図 1）．

国見岳では，春日渓谷からそれぞれ約 1 km

北西側（調査地C），南側（調査地D），北側（調

査地 E）（いずれも嬉野市嬉野町吉田；標高約

500 m）の 3地点に 2015 年 9 月 16 日から 11 月

13 日まで，各 2台の自動撮影カメラと巣箱を設

置して調査を実施した．C-D 間および D-E 間

の直線距離は約 2 kmであり，C-E 間は約 200 m

（ただし谷筋を挟む）である（図 1）．

各調査地における調査努力量は，調査に用い

たカメラののべ設置日数である「カメラ日」で

示した（詳細は徳田ら 2015 を参照）．

なお，それぞれの調査地の植生は以下の通り

であった．調査地A：照葉樹林（約 130 年生），

調査地B：照葉樹林（約 140 年生），調査地C：

照葉樹二次林（壮齢林），調査地D：針葉樹人工

林に囲まれた渓流沿いの照葉樹林（約 90 年生），

調査地E：照葉樹二次林（約 60 年生）．

カメラと巣箱は樹幹の高さ 1.5〜2.0 m の位

置に設置した．使用した巣箱の大きさは高さ約

32 cm，幅約 14 cm，奥行き約 18 cmであり，両

側面，底面，および裏面に 1カ所ずつ入口を設

けた（図 2）．

3．結果および考察

八幡岳（調査地A）においては 544 カメラ日，

唐泉山（調査地 B）においては 488 カメラ日の

調査をしたにもかかわらず，ヤマネは撮影され

なかった．撮影された哺乳類は，八幡岳におい

ては，アカネズミ類 Apodemus spp.（齧歯目ネ

ズミ科），アライグマ Procyon lotor（食肉目ア

ライグマ科），テンMartes melampus（食肉目イ

タチ科）であり，唐泉山においては，アカネズ

ミ類，アライグマ，イノシシ Sus scrofa（鯨偶蹄

目イノシシ科）であった（図 3・図 4）．

これらの哺乳類のうち，特定外来生物に指定

されているアライグマは，佐賀県内において捕

獲事例が増加している上（佐賀県くらし環境本

部 有明海再生・自然環境課 2010），2014 年から

2015 年にかけての筆者らの調査により佐賀県

東部の九千部山でも撮影されている（徳田ら

2015）．本種の生息域の拡大や密度の増加はヤ

マネを含む生物多様性の保全や農業被害の防止

の観点から問題である．なお，一連の調査によ

る本種の撮影地点や撮影頻度に関しては別途報

告する予定である．
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図 2 ．現地に設置された巣箱と自動撮影カメラ

図 1．佐賀県内におけるヤマネ調査地の位置（A：八幡

岳，B：唐泉山，C-E：国見岳（嬉野市））．●はヤ

マネが撮影された地点，○はヤマネが撮影されな

かった地点．徳田ら(2015)によりヤマネが撮影さ

れた中山・平谷・柿原の 3地点と，撮影されなかっ

た九千部も参考までに図示した．



八幡岳・唐泉山とは対照的に，国見岳におい

ては，調査地 C（初確認日 2015 年 11 月 7 日；

初確認までの調査努力量 102 カメラ日），調査

地 D（初確認日 2015 年 10 月 18 日；初確認ま

での調査努力量 64 カメラ日），調査地 E（初確

認日 2015 年 10 月 10 日 ; 初確認までの調査努

力量 48 カメラ日）の合計 328 カメラ日の調査

を行ったところ，いずれの地点においてもヤマ

ネが撮影された（図 5）．ヤマネ以外に撮影され

た哺乳類は，アカネズミ類およびイノシシで

あった．

今回の調査により，嬉野市の国見岳周辺にお

いて，ヤマネを初めて確認することができた．

これまで，佐賀県内では多良岳と経ヶ岳の代表

的低標高の森林のみから生息が確認されていた

が（鶴田ら 2001；徳田ら 2015），より北側に位

置する国見岳でも確認されたことから，多良山

系ではより広範囲に分布している可能性があ

る．

過去の多良岳および経ヶ岳での調査でも（徳

田ら 2015），今回の国見岳での調査でも，ヤマ

ネが生息していた地点では，いずれもカメラを

設置してから概ね 100 カメラ日以内の調査努力

量でヤマネが撮影された．一方，唐泉山・八幡

岳においては，いずれも 500 カメラ日前後の調

査を行ったにもかかわらずヤマネが撮影されな

かったことから，ヤマネが生息している可能性

は低いと考えられる．とりわけ，多良山系の比

較的近傍に位置している唐泉山においてヤマネ

が確認されなかった点は興味深く，佐賀県内に

おけるヤマネの分布がかなり限定されているこ

とが示唆される．安田・坂田（2011）は，ヤマ

ネの分布は森林の現況だけでなく土地利用の履

歴に影響されていることを指摘した．唐泉山の

中腹以上には約 140 年生の天然林が残されてい

るものの，その面積は限られており，周囲の森

林の利用圧が高まった際にヤマネ個体群が存続

できなかった可能性がある．また，唐泉山は多

良山系と低地で隔てられた孤立峰であるため，

多良山系からのヤマネの移入も生じていない可

能性がある．

なお，今回の調査においては，使用できるカ

メラの数の制約のため，八幡岳および唐泉山

（2015 年 4 月〜 8 月）と国見岳（2015 年 9 月

〜11 月）では，調査した時期が異なっている．

この期間を通じてカメラを継続的に設置してい
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図 5 ．自動撮影カメラで撮影されたヤマネ（国見岳；

2015 年 10 月 19 日）

図 3．自動撮影カメラで撮影されたアライグマ（唐泉

山；2015 年 7 月 8 日）

図 4．自動撮影カメラで撮影されたアカネズミ類（唐

泉山；2015 年 6 月 3 日）



た多良岳および経ヶ岳では，春から秋にかけて

継続的にヤマネが撮影されている（吉岡ら 未

発表）ため，調査した時期の違いはヤマネの撮

影の有無には影響していないと考えられる．

4．おわりに

これまでの調査から，脊振山系東部の九千部

山周辺（徳田ら 2015），および，本調査におけ

る八幡岳と唐泉山ではヤマネの生息が確認され

なかった（図 1）．したがって，県内におけるヤ

マネの分布は多良山系のみに限定されている可

能性もある．多良山系のヤマネは保全に特に配

慮する必要がある孤立個体群である（安田・坂

田 2011）．今後も調査を継続し，本種のより詳

細な生息状況や生態を明らかにすることが，保

全上の留意点を明らかにする上で重要である．
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